
■環境教育の推進

　県大生協では、年に一回、生協職員全員を対象とした環境教

育を行っています。また、新規職員やアルバイトに対しても環

境教育を行い、組織の一員としての自らの役割の重要性を理解

し、より一層の環境活動ができるよう努めています。

　具体的には、年に一回ほど部門ごとに環境活動への積極的な

参加を促す為に環境管理委員を任命し、管理者教育を実施して

います。2008 年度 11 月には全職員対象に環境教育を実施しま

した。

　このように、従業員全体の底上げを行なって、環境意識の高

い生協を今後も目指していきます。

■緊急事態への対応

　火災や地震、停電といったもしもの事態が発生したときで

も安全に対応できるよう、緊急事態対応手順を作成し、全職

員に年一回以上の訓練を行っています。2008 年度も 11 月頃に

職員全員に対し、避難経路の確認や消火器等の扱い方の周知

などを行いました。このことを通じて、生協が職員・組合員

にとって安全・安心な場となるよう努力しています。

その他の活動報告

良い取組みは良い組織から！ 

組織体制の強化 

■内部環境監査の実施

　ISO14001 に基づき、理事長から任命された EMO メンバー

を中心とする内部環境監査員が毎年 1回以上の監査を実施し

ています。今年度は 8月 18 ～ 22 日に実施しました。

　EMS 文書のチェックを行う文書監査と県大生協職員へのヒ

アリングを行う現場監査を通して、自分たちが決めたルール

や手順を守れているか、記録はあるかなどのチェックを行い

ます。毎年新たな課題の発見があり、EMS 構築作業を通じて

改善を進めています。19 件の不適合と 31 件の改善提案、6

件の優良事項がありました。
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